
 

 

歯磨き 

 

私は去年の１０月頃、人生初の虫歯による抜髄を行いました。小中高大学社会人と生きて虫歯とは無縁だ

と思い込み、一生虫歯にならないと根拠のない自信に満ち溢れていました。今人生で最も歯へ関心が高い時

期です。 

私は利用者さんの歯を毎日磨いていますが、全員の歯までは見たことがないと思い、実際に歯を確認する

と虫歯、銀歯の人が大半で驚きました。なぜ利用者さんは虫歯になるのでしょうか、答えは単純で自分で磨

かないからだと思います。私たちは歯を失うことで生じるリスクを理解しているから歯磨きに時間をかけて

行いケアをしますが、利用者さんにとっては食後のルーティンにしか考えていないと思います。これまでの

自分の関心の低さを反省し、利用者さんに代わり今まで以上にしっかりケアをしようと決めました。 

歯の寿命は一般的に 50～60年と言われ、その中で奥歯が最も失うリスクがあり、利用者さんのほとんどが

奥歯に何かしら処置をしています。歯は万病の元と言われるように、嚥下機能、認知機能など様々な影響を

及ぼします。結論:歯は大事。 

生活支援員 小畑 満月 
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こ
の
「
顔
」
と
い
う
文
字
は
、
人
の
捉
え
方
に

よ
っ
て
色
々
な
言
葉
に
変
化
し
、
表
現
を
変
え
る

事
が
あ
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
「
顔
」
と
い
う
文
字
を
見
た
時
、
ど
ん

な
言
葉
を
連
想
し
ま
す
か
。
笑
っ
た
顔
・
悲
し
い

顔
、
怒
っ
た
顔
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
は
、
顔
色
や
面
構
え
、
顔
面
な
ど
が
思
い
浮
か

ぶ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
顔
」
と
い
う
文
字
に

と
ら
わ
れ
ず
、
顔
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
で
、「
顔
が

広
い
」
等
の
言
葉
を
連
想
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

私
が
こ
の
文
章
を
書
く
際
に
、「
顔
」
と
い
う
文

字
か
ら
連
想
し
、
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
は
、「
〇
〇

な
顔
」
で
す
。
こ
の
「
〇
〇
な
顔
」
と
い
う
言
葉
は
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
印
象
を
良
く
し
た
り
、
悪
く

し
た
り
す
る
言
葉
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
「
お
店
の

顔
」
と
聞
く
と
、
好
印
象
な
表
現
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
反
対
に
「
不
愛
想
な
顔
」
と
聞
く
と
、
悪
い
印

象
を
与
え
る
言
葉
に
な
り
ま
す
。 

私
は
色
々
な
「
〇
〇
な
顔
」
の
言
葉
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
時
に
浮
か
ん
だ
言
葉
は
、「
施
設
の
顔
」
で
し

た
。 こ

ぶ
し
の
「
施
設
の
顔
」
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は

何
を
連
想
し
ま
す
か
。
施
設
長
の
顔
で
す
か
、
そ
れ

と
も
利
用
者
さ
ん
や
職
員
の
顔
で
し
ょ
う
か
。
私

は
、
こ
ぶ
し
の
売
り
で
あ
る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

連
想
し
ま
し
た
。 

こ
ぶ
し
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
様
々

な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
館
内
で
の
サ
ー
キ
ッ
ト
活
動
・
パ

ラ
バ
ル
ー
ン
、
水
曜
日
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

出
掛
け
、
武
道
場
を
借
り
て
サ
ー
キ
ッ
ト
活
動
を

写真についてはご本人（代理人又は成年後見人）の同意を得て掲載しております。 

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
調
理
活
動
や
清
掃
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

利
用
者
さ
ん
の
新
た
な
発
見
や
、
成
長
を
見
る
事

が
出
来
ま
す
。 

 
 
 

他
者
と
の
関
わ
り
が
苦
手
な
利
用
者
さ
ん
が
、

サ
ー
キ
ッ
ト
活
動
の
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
に
参
加
し
た

時
の
事
で
す
。
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
に
入
る
の
も
、
難
し

い
利
用
者
さ
ん
で
し
た
が
、
支
援
者
が
根
気
強
く

誘
い
続
け
た
結
果
、
そ
の
利
用
者
さ
ん
は
、
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
に
入
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
支
援
者
が
プ

ー
ル
内
で
足
を
バ
タ
バ
タ
と
動
か
し
、
ボ
ー
ル
を

蹴
る
と
、
そ
の
利
用
者
さ
ん
も
、
支
援
者
と
共
に
足

を
バ
タ
バ
タ
と
大
き
く
動
か
し
、
ボ
ー
ル
を
蹴
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
内
で
体
を
大

き
く
動
か
し
、
楽
し
そ
う
に
過
ご
す
姿
は
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。 

現
在
そ
の
利
用
さ
ん
は
、
当
時
と
は
変
わ
り
、
支

援
者
や
他
の
利
用
者
さ
ん
に
対
し
て
積
極
的
に
関

わ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
活
動
だ
け

で
他
者
と
の
関
り
が
図
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
支
援
者
が
他
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
を
考
え
、
実
施
し
た
事
で
利
用
者
さ

ん
の
成
長
に
繋
が
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
見
出
し
の
一
面
と
な
る
文
章
を
書
い
て
、

改
め
て
私
の
中
で
、
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
施
設
の

顔
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
施
設
の
顔
」
と

な
る
取
り
組
み
を
、
外
部
の
方
に
、
こ
ぶ
し
を
知
っ

て
頂
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
皆

さ
ん
は
、
こ
ぶ
し
だ
よ
り
の
「
顔
」
と
な
る
私
の
文

章
を
、
最
後
ま
で
読
ん
で
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。 
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お
花
ク
ラ
ブ
で
制
作
し
た
飾
り
花
と

一
緒
に
♪
上
手
に
で
き
ま
し
た
！ 

 

 

カエルに色を塗っています！真剣なまなざ

しステキです （鈴木 麻椰） 

キラリ☆と光るこの一枚 

 
ねぇねぇ、きいて 

生活支援員 大鹿 真利会 

目の前で泣いている利用者を見かけ、自分

のハンカチで涙を拭おうとされるＩさん！

「ティッシュを持ってきましょうか？」と声

を掛けると、足早に綺麗なお手拭きを取りに

行かれました。支援者が代わりに涙を拭いま

したが、Ｉさんの心から溢れる優しさと心配

そうに見つめる姿に心が温かくなりました☀ 

  

 

清瀬事業所保護者懇親会を 

開催しました 

2/18（火）に、清瀬事業所で第一回保護者懇親会を開催致し

ました。保護者の皆様に作業内容を実際に見て頂き、スライドで最

近の様子や出来事などを説明しながら、和やかに歓談しました。 

 利用者の皆さんも保護者の方々の見学が入ると、いつになく緊張

の面持ちで頑張っていました。いいところを沢山お見せできたので

はないかと思います。 

保護者の皆様、お忙しい中足をお運び頂きましてありがとうござ

いました。 

 

 

 

お出ししたケーキセットです。作業の様子

の写真もお渡ししました。 



 

 

                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

   

 

    

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

   

    

感じ方 

 

 典型的な三寒四温を繰り返しているように見えながらも、例年になくずいぶんと急ぎ足で春の訪

れを感じるここ最近です。 

その言葉の通り、目まぐるしく気温に変化のある毎日ですが、気温の感じ方というのは本当に

様々で、例えば 20度という気温でも、天候によって暑く感じたり肌寒く感じたり、人の主観もそれ

ぞれでだいぶ異なってくるように思います。実際に体感していても、温度の数値を見た印象によ

り、やっぱり暑いかも、寒いかもと判断が変わってしまうことも往々にしてあることです。寒暖を

自身で判断し、衣類等で調整ができる人でも、１日の中での気温差や体感温度との差により判断を

誤ることもしばしばあるのが、ちょうど今頃の季節ではないでしょうか。 

気温もそうですが、最近、感じ方は本当に人それぞれだと痛切に思う出来事がありました。娘の

ピアノの練習に付き合っていたときです。彼女が新しい曲に取り組み始めたものの、なかなか右手

と左手のタイミングが合わず、しばらくすると手が完全に止まってしまいました。その様子からイ

ライラしているようにも、嫌がっているようにも見え、このまま練習をやめてしまうのかと思い、

励まそうと、少し陽気な感じで声をかけました。すると「今日弾けるようになりたくて、今、頭の

中で覚えているところだから話しかけないでね」と娘から思いもよらない真剣な返事が返ってきま

した。 

娘が嫌がることなくむしろ前向きだったという、私と全く異なる感じ方をしていたことに驚き、

自分だったらきっとイライラして練習をやめたくなるだろうなと想像し、気持ちを楽にしてあげよ

うと、娘の気持ちを推し量ることなく不用意に声をかけてしまったことを大いに反省しました。 

たとえ親子だとしても、ものの感じ方は本当にそれぞれであり、だからこそそれを踏まえたうえ

で尊重と配慮をもって相手の気持ちを推し量ることが必要であることを今回学ぶとともに、人との

関係性において相手の気持ちを「理解したような」気になる、「〇〇だろう」と決めつけて接するこ

とのないように肝に銘じようと、心を新たにしました。 

総務事務部部長 大神田 千恵 

  

 

居心地の良い場所 

 

 私は入職当初からずっと口癖のように言っていることがあります。 

それは「ここ(こぶし)は居心地がいいな」です。 

 私は以前も知的・身体障害者の施設で働いていたのですが、退職して初めてこぶしに見学に来た際、

すぐに思った事が「利用者さん達、皆楽しそう！」と第一印象を受けました。職員と一緒に活動を行

っていたのですが、皆笑顔で行っており「ここで働きたい！」とすぐに決めました。 

 入職してからも利用者さん一人ひとりが日々笑顔で過ごしていました。職員一人一人が家族のよう

に愛情を持って接しており、お互い笑顔になって居心地の良い場所となるのだなと感じました。私に

は高校生になる息子がいるのですが、毎日口喧嘩しています。息子にとって家が居心地の良い場所と

なるよう、これからも愛情を持って接していこうと思います。 

 3 月いっぱいで退職する事になって寂しいのですが、本当に居心地の良い場所でした。 

 

看護師 大野 好子 

 

 

フォトニュース ～2月の様子～ 

こぶし医務通信 No.８ 

花粉症の症状は、3～4月がピークです。また、飛散は朝と夕に多いと言われています。 

症状に悩まされている皆さん、内服薬や点眼薬、点鼻薬の使用のほか、「セルフケア」も 

工夫していきましょう。 

① 花粉の付着を防止しよう…「マスク」「メガネ」「帽子」「スカーフ」の着用がおすすめ。 

→ウール系の素材は花粉が付きやすいので、綿や化学繊維の衣類がおすすめです。 

② 室内に花粉を持ち込まない様にしよう…服の花粉を払い落とし、家の中へ。「洗顔」も効果的。 

③ 鼻のケアを行おう…鼻の洗浄、鼻の粘膜の保護（白色ワセリンの塗布）も効果的。 

④ 目を休め、負担を減らそう…長時間のスマホやテレビの視聴は、目の疲れの原因のひとつ。 

看護師 新井 朋子 

お知らせ 

次の通りご寄付をいただきました。 

・法人関係者            100,000 円 

・ご利用者ご家族          100,000 円 

 

頂いたご寄付は大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 


